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千葉市感染症発生動向調査情報　

１　定点報告対象疾患（五類感染症）
2016年 第43週 (10/24-10/30) の発生は？

下段：定点当たりの患者数

小児科

眼科

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
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報告のあった定点数

基幹定点

28

41週

上段：患者数

「定点当たりの患者数」とは
報告患者数/報告定点数。

結核 40歳代 IGRA検査等

A型肝炎

急性脳炎

結核

＜Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞前週より増加し1.67となった。過去10年の同時期と比べると多め。
＜感染性胃腸炎＞前週より増加し6.44となった。過去10年の同時期と比べると最多。

定点当たり報告数　第43週のコメント

・第43週は、 結核3件（202）、A型肝炎1件（5）、アメーバ赤痢1件（7）、急性脳炎1件（26）の報告があった。

先行感染症症状

70歳代 IGRA検査等 アメーバ赤痢 病原体の検出

血清IgM抗体の検出



＜感染性胃腸炎＞
　全国レベルの第42週は過去9年の同時期と比べると最多となっています。都道府県別では、島根県、広島県、熊本県の
順に多く報告されています。千葉県は全国レベルと比べると少なめとなっています。千葉市の第43週は、前週より増加し
6.44となりました。過去10年の同時期と比べると最多のままとなっています。例年の発生動向によると、今後は増加してい
く傾向にあります。区別の発生状況は、若葉区（13.0/定点）で最多となっており、同区の6～11か月で最も多く発生報告が
ありました。若葉区は昨年から継続して高い水準のまま推移しています。今シーズンである2016年第36週から第43週まで
の累積報告数（n=645）によると、性別では男性が57.5％（371名）、女性が42.5％（274名）で、年齢階級別では1歳
（17.4％：112名）、4歳（12.1％：78名）、6～11か月（10.9％：70名）の順に多くなっています。

　全国レベルの第42週は、過去9年の同時期と比べると多くなっています。都道府県別では、鳥取県、山形県、愛媛県の
順に多く報告されています。千葉県は全国レベルより多くなっています。千葉市の第43週は前週より増加し1.67となり、過
去10年の同時期と比べると多めとなっています。区別の発生状況は、緑区（3.75/定点）で最多となっており、同区の4歳で
最も多く発生報告がありました。今シーズンである2016年第36週から第43週までの累積報告数（n=203）によると、性別で
は男性が49.8％（101名）、女性が50.2％（102名）で、年齢階級別では10歳代前半が最も多く、一年代当たりでは6歳
（12.3％：25名）、5歳（11.8％：24名）、7歳（9.9％：20名）の順に多くなっています。

■　トピック　■

＜Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞


